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ランダム (で静的)なフェイゾンを導入 し､コンダクタンスをランダウア-公式を用いて計算 した｡フェ
ルミエネルギーをどこに選ぶかに敏感に依存する､2種類のシステム長さ依存性を兄いだした｡ひとつ
は､乱れのないときは長さのべきで減少するものが､乱れが導入されると指数関数的な依存性に変るも
ので､これは2次元ペンローズ格子の特徴的な振舞いであると考えられる｡第2の場合には､乱れがな
い場合は指数関数的に振舞う､すなわち局在 しているが乱れの導入とともに長さのべきに移っていくも
のである｡この場合にはさらに長 くすれば､2次元の乱れた系としての局在性が再び現れてくる｡ 第2
のタイプは､エネルギーが状態密度の狭い (あるいは無限小)ギャップ内に位置 しているが､乱れの導
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入により有限の状態密度が現われ (状態密度がなめらかになり)､よりコングクテイブになるのである
と考えられる.これと先の3次元準結晶 (実際には近似結晶)の鋭いピークからなる状態密度とあわせ
て考えると､むしろ第2のものが3次元準結晶にみられるものであると考えられよう｡ランダムネスが
ないときは島状に広がった波動関数であったものが､ランダムネスにより引き起こされる弾性的なバン
ド間遷移により島状の波動関数はつながり伝導的になるというシナリオを書くことが出来る｡
温度の上昇により伝導度が上昇することも､同様に電子-フォノン相互作用或は電子一電子相互
作用による非弾性散乱により非常に狭いエネルギーで隔てられたバンドの間が結び付けられたと考える
ことが出来る｡
これらはアンダーソン局在とどこが違うのであろうか｡ここでの議論は近似結晶から徐々に単位
胞を大きくしていって､その極限として準結晶をとらえている｡そのために､出発の波動関数が準結晶
特有の島状に広がったものであること､2次元準結晶における極端な異方性 (準周期面内で異常で､周
期方向に正常な金属的振舞い)､低温で伝導度が異常に大きくなること､乱れの導入により糸は伝導的
になること､などが自然な形で理解できることである｡
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図2 乱れを導入した2次元ペンローズ格子上の電気伝導率のサンプル長さ依存性｡Wは乱
れの程度を表わすパラメーターで､W-0が乱れの無い系｡
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